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一般財団法人日本国際協力センター（JICE）

令和5年度「日本語教育の参照枠」を
活用した教育モデル開発事業【就労類型】

教育モデル開発・教師研修 報告
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■報告内容

１）教育モデル開発の背景

２）カリキュラム作成

・構成と特徴
・プロセス

３）教師研修の実施

４）成果

５）まとめと今後の課題
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１）教育モデル開発の背景

■「日本語教育の参照枠」を活用した教育モデル開発事業 【就労類型】
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就労分野の日本語教育が円滑に実施されるための環境づくりを促進する

１）カリキュラム・シラバスの作成 （※令和４～５年度）

２）教師研修の実施 （※令和5年度 ８月下旬～１０月中旬）

３）成果報告会 （※令和5年度 １２月）



■ カリキュラムの作成

求められるカリキュラムの枠組み（文化庁）

・ 時間数カリキュラム 400単位時間以上（実質300H以上）

・ ５つの言語活動（【聞く】【やりとり】【発表】【よむ】【書く】）のうち３つ以上を扱う

・ 日本語熟達度（A1～C2）のうち3つのレベルの範囲

・ 生活・文化理解の学習時間含む

■「日本語教育の参照枠」の言語教育観

「社会的存在」

「できることに着目」

「個別の目標設定」
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・就労分野の日本語教育の成り立ち

■ 就労分野の日本語教育の特徴

・就労現場、就労者の多様さ、個別の状況への対応の必要性

・就労者の段階（求職活動中、就労準備中、在職中）…就労者の状況の個別性

・業種・職種など就労現場の多様性

・文化庁指定の枠組みを活用しつつ

・企業など具体的、現実的な依頼主を想定した

カリキュラムの検討
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■ 就労分野の基本となるカリキュラム作成のプロセス

ニーズ・学習者のレディネスの把握
コースの目標設定

シラバスの検討

評価の方法

学習活動・学習素材（教材）の検討

コースの実施計画案作成・改善
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■ カリキュラムの大枠（400H）

B1

A2

A1 求職中（業種・職種の探索段階）
※既存のカリキュラムの活用

就労準備
（宿泊業 インターン）
※新たな取り組み

１０0H ２０0H １０0H

・ Can doをベースにしたカリキュラム （就労現場で遭遇する課題）

・ 言語活動【聞く・やりとり】【読む】【書く】

２）カリキュラム作成 －構成と特徴
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■ 【A１】～【A2】求職中（業種・職種の探索段階）

業種・職種別

B1

A2
職場共通
（A2.２）

職場共通
（A2.1）職場共通A1

◆ 「外国人就労・定着支援事業」（２００９～ 厚生労働省委託事業）

・ 対象者： 求職中の定住外国人

・ 職場共通の課題 〈基本的な機能・人間関係づくり・人事労務などに関するＣａｎ ｄｏ〉

・ その他 〈キャリアプランニング、職場見学、ハローワーク訪問、就労に関する情報提供など〉

※ 目標の目安は、「就労場面で必要な日本語能力の目標設定ツール」厚生労働省（２０２１）を参照

※ 研修の詳細は、「「日本語教育の参照枠」の活用のための手引」（２０２２）に記載

※ 生活・文化理解： 「生活・就労ガイドブック ３章 雇用・労働」 （出入国在留管理庁）を活用

JICEの持つ既存のカリキュラムの活用

（１００H×３レベル）
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■ 【B１】を含むシラバス —就労準備／在職中（業種・職種別）

宿泊業の就労準備（または在職者）のカリキュラム（B1が求められる職種１００H）

宿泊業 職種
（A1～B1）

B1

A2
職場共通
（A2.２）

職場共通
（A2.1）職場共通A1

◆ 本事業における業種の選定の背景 —「宿泊業」

・ 人材不足が課題で、外国人材も求められている業界

・ 言語使用に依存する業種の一つ、日本語使用を含むホスピタリティが売りになる（接客職種）

・ 依頼主を想定した調査先の確保／ 当該業種に精通した協力者（日本語教師）の確保

・ 就労現場での日本語教育支援が確立されていない

・ 接客スキルを持っている外国人材の活用が見込まれる
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■ 作成したカリキュラムの構成〈２段階〉
１）【求職者向け就労準備のための集中研修】（３００H 半年程度）

日本での就労を希望する学習者に対して、次の３点を支援し、学習者の就職後の職場への定着を促進する。

①職場でのコミュニケーション能力の向上

②就労のための基礎知識の習得

③日本語でのキャリアプランニング体験・就職活動準備

２）【ホテルインターンシップ実習生向け日本語研修】（１００H １か月）

インターンシップでの実習（OJT）の準備研修として、次の２点を支援し、学習者がホテルでの質の高い

サービス提供に貢献できるようにする。

①宿泊業職種に共通で求められる資質・能力の向上

②就業1年目を想定した職務の遂行

※ホテルでのインターンシップ（ロビーサービス担当としてOJTで実習）に参加し、並行して日本語研修を受講
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■ 想定する対象者

１）【求職者向け就労準備のための集中研修】

・当面の半年間、週５日（１日３時間）を研修受講のために確保できる者

・在留資格：身分に基づく在留資格（永住者、日本人の配偶者等、永住者の配偶者等、定住者など）

・現在求職中（または短期契約で就労中）で今後日本でのより安定した就労を考えている

・日本語の熟達度：一人ひとり言語活動ごとに異なる。おおよそpreA1～A1。

２）【ホテルインターン実習生向け日本語研修】

・１）の研修を経て、宿泊業での就職を目指し、ホテルのインターンシップへの参加を決めた者

・日本国内外における宿泊業での就労経験はない

・日本語熟達度：A2.1～A2.2（やりとり・読む・書く）

B1

A2

A1 １）
１）

２）
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「日本語教育の参照枠」の活用
日本語教育関係者

２）カリキュラム作成 －プロセス

■ 就労分野の基本となるカリキュラム作成のプロセス
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■カリキュラム作成プロセス①

－業種・職種について理解する （カリキュラムの目的・対象者の設定に向けて）

◆ 職種別に求められる職務等の把握

・例）宿泊施設のモデル： 厚生労働省や観光庁の公開資料等を活用*

◆ 当該業種における外国人就労者のキャリア形成・働き方の現状と可能性

・例）宿泊業： 職務の難易度によるキャリアアップの可能性

・職務の内容 【社内業務中心の職種 → 接客業務の職種】

・職務の役職 【スタッフ → グループリーダー → マネジメント職】

*職業能力評価基準の策定業種一覧（厚生労働省）https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_04653.html

→ 職種（職務）において求められる言語活動の見当を付けることができる
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■ カリキュラム作成プロセス②

－Can doをベースにしたシラバスの基礎資料
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■ 宿泊業 課題リスト（例）

〈対応職種：ハウスキーピング／ロビーサービス／フロント／レストラン〉

■「日本語教育の参照枠」の言語教育観

「社会的存在」

「できることに着目」

「個別の目標設定」

例

職種：ハウスキーピング

職務：ハウスキーピングの準備

CanDo：【やりとり】

当日担当する部屋と作業内容について、リーダーからの指

示を理解できる。
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■ シラバス サンプル抜粋

・学習目標：A1～B1

・日本語の熟達度イメージ：B1

・教室での学び＋就労現場での学び

※モジュール：学習目標・学習素材
（教材）・学習時間の目安

・学習時間の目安

・学習活動（学習素材）

・学習のねらい（目標）



■ カリキュラム作成プロセス③

評価基準の設定
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■ 目標／文脈・状況／パフォーマンス内容の設定（例）
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■ 評価の観点を絞り込む → 尺度化する （ルーブリック例）

評価の観点

・パフォーマンス

・日本語運用能力

職務参加

できる／まだできない

言語活動

すばらしい／できる

もう少し／がんばりましょう



■ カリキュラム作成プロセス④

行動中心アプローチによる学習活動の検討

◆ 教室活動を検討する

・気づきを促す ―主体性・自律性を高める

学習者自身の経験や既にもっている知識を引き出す

・「状況設定と談話」は複数のバリエーションを聞く（見る）

状況と談話、言語形式に意識を向けさせる

◆ 就労現場（OJT）と教室での学びを組み合わせる

→「循環型カリキュラム」の構想

・就労現場における学びと実践のモニターシート
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■「状況設定と談話」は複数のバリエーションを示す
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■ モニターシート サンプル （就労現場での観察や実践の記録メモ）



■ 循環型カリキュラム 【教室 ⇆ 就労現場】【学習 ⇆ 実践 ⇆ 振り返り】

自律学習の力

モニターシート
（観察・実践）
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２）カリキュラム作成 －プロセス

① 業種・職種について理解する
・就労者の遭遇する「課題」を整理する過程

② Can doをベースにしたシラバスの基礎資料
・就労現場のニーズや対象者の状況に応じたカリキュラム作成

③ 評価基準の設定
・パフォーマンスや日本語運用能力に関する評価基準の設定

④ 行動中心アプローチによる学習活動の検討
・就労現場で学習者が自律的に学ぶ力を養える学習環境の構想
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３）教師研修の実施 －目的

○ 参照枠の理解、日本語熟達度のレベル判定、Can doベースのカリキュラム作成

○ 「日本語教育の参照枠」を活用して、就労現場の課題解決に取り組める教師の育成

―カリキュラム作成プロセスモデルの活用と普及

○〔就労者に対する日本語教師〕初任から中堅への橋渡しを行う

■就労分野の現職日本語教師研修

「日本語教育の参照枠」を活用した就労者に対するカリキュラム作成を学ぼう
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■研修形態： 事前課題およびオンライン研修（全３回）

実施時期： 第1回事前課題開始 8月下旬～

オンライン同期型研修 9月1日、15日、29日（各3時間）

研修後のレポート提出 10月15日締切

３）教師研修の実施 －研修内容



３）教師研修の実施 －研修の特徴
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■研修で焦点を当てた点

１）「日本語教育の参照枠」の活用

・「参照枠」策定の背景、構成と概要、言語教育観3つの柱

・行動中心アプローチ

・レベル感など

２）参照枠を活用したカリキュラム作成の①～④のプロセスの体験

・ホテル・学習者の設定や条件に合ったカリキュラムの構成を検討

・パフォーマンス評価のためのルーブリック作成の検討

・行動中心アプローチによる学習活動・学習素材の検討



３）教師研修の実施 －評価
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■研修の評価・振り返り

・研修後アンケート
研修の満足度、考え方や行動に変化を与えた内容、今後希望する研修内容など

・最終レポート 研修での学びをどう今後の実践に活かすのか検討
１ この研修における学びや気づきの中であなたにとって特に大切な点は何ですか？

２ その学びや気づきを踏まえて、今後、どんな実践ができそうですか？

３ 実践するにあたり、障害となりそうなことはありますか？

４ これらを実践することで、どんな成果が得られそうですか？



４）成果

○「日本語教育の参照枠」を活用した就労分野のカリキュラム作成のプロセスのモデル

・就労者の遭遇する「課題」を整理する

・就労現場のニーズや対象者の状況に応じてカリキュラムを作成する

・パフォーマンスや日本語運用能力に関する評価基準を設定する

・就労現場で学習者が自律的に学ぶ力を養える学習環境を検討する

○ 就労分野の現職教師が、そのプロセスを体験し、資質・能力向上の機会を提供
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■ この事業で行ったこと



４）成果 －教育モデル開発

■ 就労分野の日本語教育が円滑に実施されるための環境づくりを促進
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○ 就労現場や対象者の個別の状況に応じたカリキュラム作成の促進

○ 多様な就労現場や対象者に対応するための仕組みの構想

・「業種・職種別」のモジュール

※モジュール：学習目標・学習素材（教材）・学習時間の目安



４）成果 －教育研修の成果

これまでの振り返り・これからの取り組みの検討

・参加者自身が現在の教育実践・カリキュラムを振り返り、改善を検討する機会に

・体験的学びによる理解の深まり・技能の向上（参加者間で考えを言語化する機会）

・バックワードデザイン

・評価基準の明確化、ルーブリックによる評価

・行動中心アプローチによる学習活動、自律学習を促す学習環境

・今後準備すべきことを認識できた

・自分なりの方針を考える機会になった

・教師の自信や意欲を高めることができた
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■「参照枠」を活用し、就労現場の課題解決に取り組める教師の育成



５）まとめ

◆取り組んで見えてきたこと

・現実的なハードル （限られた時間の中での負担の大きさ）

・就労のカリキュラム作成に必要なリソースや知見が限定的な現状

・依頼者（企業）との協力・連携プロセスに関する知見の共有が限定的な現状

・日本語教育側の体制を整える一方で、

企業側が日本語教育にアクセスしやすい環境の現状？
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５）まとめ

◆教師研修後の参加者の課題

【教師の課題】

・継続的トレーニングの必要

・教師の責務の拡大…時間と労力

・自身の言語教育観の捉え直し

【教師間の課題】

・「参照枠」に関する知識の差を埋める

・「参照枠」を土台とした言語教育観

→お互いの考えの言語化・共有

【教師と学習者間の課題】

・教師の意識と学習者の意識のずれ

行動中心アプローチに基づく学習目標、

教室活動、評価の方法etc

【教師と企業間の課題】

・ 企業との連携（協力体制）

・ 日本語教育外の専門領域の把握

→両者の溝をどのように埋めるか
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５）まとめ －今後の課題

・産業界・企業との連携と対話をどう促進するか

・カリキュラム作成・運営についての理解・協力の促進 →さらなる取り組みが必要

・就労分野の教師研修の継続

・「日本語教育の参照枠」の言語教育観をベースにしたカリキュラム作成

・実績や成果の蓄積を共有する機会をつくる（教師のフォローアップ、企業とつながる）

・実践から得られた知見や課題の共有を図る場

・実践の成果や学習素材へアクセスできる（検索プラットフォームなど）環境の整備

→ 個人、一組織内での対応を越えた、ネットワークや横のつながりの模索

新たな施策の提案の可能性
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